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1．緒言 
近年,子どもの自尊感情の低下が明らか

になっている.平成 20 年度の自尊感情や自

己肯定感に関する意識調査において「自分

のことが好きだ」という質問に対して小学

校の低学年で約2割,中学年で約3割,高学年

で 5割もの児童が否定的な傾向にあり,また

「私にはよいところがあります」という質

問に対して小学校の低学年で約１割,中学

年で 2 割,高学年で 3割もの児童が否定的な

傾向にある. 
本研究では,自尊感情の定義づけを行い,

自尊感情を養うための当該問題・分野に関

するこれまでの研究論文の結果・結論を総

括し,それらの関係や残された未解決の問

題,今後の発展方向などを展望することを

目的とする. 
2．研究方法 
児童の自尊感情を高める・養うための当

該問題・分野に関するこれまでの研究論文

をもとに検討を加えた. 
3．結果と考察 

モラルジレンマ資料によって主人公の行

動に対して「是」か「非」の 2 つに分かれ

てディスカッションを行い,多くのさまざ

まな価値観や考え方に触れることで児童の

自尊感情に大きな影響を与えることがわか

った.モラルジレンマ資料は,オープンエン

ドであるため児童がのびのびと発言するこ

とができる.ディスカッションの中でさま

ざまな価値観や考えに触れることでより多

くの立場へと役割取得ができるようになっ

た.資料の中に出てくる登場人物それぞれ

の立場の気持ちを多面的にとらえることが

児童の自尊感情によい影響を与えることが

わかった.年間指導計画を立てることで,

他教科と関連させることで道徳の時間だけ

で学ぶことが難しい範囲を補うことができ

る.モラルジレンマ資料は,さまざまな価

値観や考えに触れてより深いところまで思

考を働かせることで道徳的価値を一層児童

に感じさせることができる.今後学んだこ

とを目の前にある課題に応じて活用できる

よう自分の中で筋道を立てて自分の考えと

して整理することが求められる.「補充」「深

化」「統合」により,道徳的価値及び児童の

自尊感情を高めることができると考える. 
4．まとめ 

モラルジレンマ資料や他教科との連携

によって児童の自尊感情は高まることが

わかった.より効果的に自尊感情を高め

るには,5つの観点（「自分への気づき」「自

分の役割」「自分の個性と多様な価値観」

「自分の可能性」「他者とのかかわりと感

謝」）を考慮に入れた指導も必要であり,

児童の発達段階を沿った指導を心掛ける

ことが重要だ. 
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